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＜現状＞
糖尿病教育入院に関して
①個別看護の不足
②多職種での介入・連携が不足
③高齢者、認知症患者への指導方法がわからない

＜目標＞
①糖尿病治療・合併症予防についての知識・

技術の習得ができる
②多職種での関わり・継続的な看護の実践が

できる糖尿病教育入院パスの構築



支援の内容

①当院における

職員全体研修の実施

第１回 「あなたも今すぐ糖尿病看護の達人になれる！

第２回 「知らなきゃ損する糖尿病のはなし」

第３回 「高齢者の糖尿病の特徴と目標値」

第４回 「意外とおもしろい！糖尿病治療の最前線」

第５回 「糖尿病フットケア」



最

インスリン注射の恐怖体験で

患者の気持ちになれた 行動変容
患者の恐怖に共感できる
今でとは違った寄り添いができる

＜今後の業務への活用＞ ＜今後の業務に役立つ＞
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②多職種での関わり・継続的な看護の実践が
できる糖尿病教育入院パスの構築

・管理栄養士：栄養指導２回

（退院後の栄養指導につなげる）

・薬剤師：DM薬について、インスリン導入指導

シックデイ、低血糖時の対応

・臨床検査技師：血糖測定方法について

HbA1c,たんぱく尿についての説明

・理学療法士：運動療法

多職種に振り分けることで看護師にしかできないフットケア

インスリンボールの発見、合併症の指導の看護の提供ができるようになる

＊研修会に多職種が参加することで 作成に協力を得ることができた
多職種間の風通しが良くなった



プラスα得られたこと

・「糖尿病フリー教室」の開催

看護部長、外来看護師、管理栄養士

薬剤師、理学療法士など

＊患者アンケートから教育入院の

指導内容を決定

・ 糖尿病友の会「はまなす会」再開

看護師、管理栄養士

臨床検査技師など

・ 多職種間の業務に関する相互理解

・ 当院の組織力強化



＜目指すしくみ作り＞
～地域に密着し地域の多様なニーズに応える～

皆様

看護力向上支援事業に参加させて頂き、

ありがとうございました

心より感謝申し上げます
透析室
フットケア



＜今後の課題と
支援内容を継続していくために＞

・教育入院パスを使用し、必要な支援が提供できる

・電子カルテでのパス運用

・教育入院時、眼科、歯科へ紹介するしくみづくり

多職種とのコミュニケーションを密にし

                 協力体制が取りやすい関係づくり
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